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平成 21 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 遠距離輸送に対応したりんどうの鮮度保持技術 

［要約］りんどうの遠距離輸送に対応する保管・流通温度は5～15℃が花の萎れや褐変、

葉の黄変・枯れが少なく、適する。 

また、鮮度保持にエチレン阻害剤であるSTS前処理剤が有効であるが、効果に品種間差

が大きいことが明らかになった。 

キーワード りんどう 輸送温度 STS前処理 環境部 生産環境研究室

１ 背景とねらい 

  りんどうは本県花き生産の重要品目であり、生産量は日本一を誇る。近年では輸出へ

の気運も高まってきているが、輸出を前提とした遠距離輸送では切り花の鮮度が劣化し

やすいことが多く、遠距離輸送に対応した鮮度保持技術の開発が求められている。 

そこで、鑑賞期間を延ばす輸送温度や前処理剤の効果を明らかにする。 

２ 成果の内容 

 遠距離輸送に対応したりんどうの鮮度保持技術 

技 術 内 容 備 考 

５～１５℃での保管・流
通につとめる（図１）。 

・20℃で花の萎れ、褐変が促進。 
・0℃で葉の黄変・枯れが促進。 

森の舞姫、アルタでは収
穫後に、0.2mM(ﾐﾘﾓﾙ)の
STS 溶液で１晩(8～16 時
間)水揚げする（図２、
３）。 

・収穫後の花弁の萎れ、褐変、葉の黄変・枯れを抑制する。
・品種（系統）により効果に差がある。 

森の舞姫、アルタ(ｻｻ系)    ：効果有り 
森の妖精、蒼い風(種間交雑種)：効果弱 
イーハトーヴォ(ｴｿﾞ系)       ：効果なし 

 ※STS：チオ硫酸銀錯塩の略で、エチレン受容体に作用しエチレンの結合を阻害する作用阻害剤。ｶｰﾈ

ｰｼｮﾝ、宿根ｶｽﾐｿｳなどエチレン感受性の高い花などで広く使用されている前処理剤。 

３ 成果活用上の留意事項 

（１）保管温度の検討は、収穫から翌日まで水にさした後、予冷を行わずに箱詰めし（乾

式）、その後 5 日間各温度帯で保管、6 日後に開封、水にさした状態で、調査した結

果である。また、STS 剤の処理効果の検討は 5 日間の輸送ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（台湾輸出を想定

し、流通の段階毎に変温保管）を組み、検討した結果である。 

（２）STS 剤の処理時間は 48 時間でも障害は見られなかったが、長時間の処理は一般的に

濃度障害の危険性があるので、1 晩(8～16 時間程度)以上の処理はしない。 
（３）今回試験した以外の品種では、STS 処理効果は別途、確認試験※を実施すること。 
  ※STS 処理の有無で 2 区を作成し室温で保管(2 日程度で水替え)して、花の萎れ、褐変、

葉の黄変・枯れを 3～5 日おきに観察。 

（４）使用コストは、市販の STS 剤(100mM)の場合、1 回 200ℓの使用(500 倍希釈)で 1,600

円である。また、本剤の廃液処理はメーカーの指導に従うこと。 

４ 成果の活用方法等 

（１）適用地帯又は対象者等：りんどう生産地、技術指導者 

（２）期待する活用効果  ：花持ち性が高まり、切り花りんどうの評価が向上する。 

５ 当該事項に係る試験研究課題 

 (H19-34)輸出に対応したりんどうの流通技術の開発(H19-21) 国庫委託 

 外部資金課題名：輸出に対応した地域特産切り花の流通技術の開発(農林水産実用技術開発) 

６ 研究担当者 宍戸 貴洋 

７ 参考資料・文献 

（１）りんどうの花持ち性向上のための各種資材の効果 H17 研究成果(研究) 

（２）切り花りんどうのエチレン感受性 H21 研究成果(研究) 

８ 試験成績の概要（具体的なデータ） 

 

 

 

 

 

注）試験方法などについて 
・1 区 10 本調査(図 1～3 共通)         ・萎れ花率＝萎れ花数÷総花蕾数×100 
・褐変花率＝褐変花数÷総花蕾数×100  ・葉の評価：葉の黄変、枯れを以下の 4 段階で評価 
                     （４:無し ３:やや ２:目立つ １:かなり） 

・各温度帯処理、輸送ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、STS 処理後は 20～25℃、蛍光灯下で保管して調査（図 1～3）。
・STS 処理(図 2)：収穫後、3 時間程度、水道水で水揚げした後、0.2mMSTS 溶液に移し変え、翌日

までの 1 晩（14～16 時間 20～25℃ 蛍光灯下）処理 
・STS はチオ硫酸ナトリウムと硝酸銀から 0.2mM に調剤しての単独処理(図 1～3) 
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図１-Ⅰ 保管温度による萎れ花率の推移 

図１-Ⅲ 保管温度による葉の評価の推移  

図２-Ⅱ STS処理による萎れ花率の推移(種間交雑、ｴｿﾞ系) 

図２-Ⅳ STS 処理による葉の評価の推移(ｻｻ系) 
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図１-Ⅱ 保管温度による褐変花率の推移 

図２-Ⅰ STS 処理による萎れ花率の推移(ｻｻ系) 

※ 無：処理無 STS：STS 処理(図 2 共通) 

図２-Ⅲ STS 処理による褐変花率の推移(ｻｻ系)

 図３ STS 処理時間による萎れ花率の推移 
 ※ hr：STS の処理時間 

0

10

20

30

40

50

60

70

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

収穫後日数

萎
れ
花
率
 %

0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃

収穫日の翌日か
ら、箱詰めし（乾
式）で5日間各温
度帯へ保管

品種：蒼い風

20℃で萎れが促進

 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

収穫後日数

葉
の
評
価

0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃

品種：蒼い風

収穫日の翌日か
ら、箱詰めし（乾
式）で5日間各温
度帯へ保管

0℃で葉の黄変・枯
れが促進

0

5

10

15

20
25

30

35

40

45

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

収穫後日数

褐
変
花
率
 %

0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃

品種：蒼い風

収穫日の翌日か
ら、箱詰めし（乾
式）で5日間各温
度帯へ保管

20℃で褐変が促進


